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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号に基づいて互いに異なる位相｛θ1，（θ1＋ｐπ／３），（θ1＋２ｐπ／３
）｝（ｐは、０と３の整数倍を除く整数）を有する第１信号、第２信号及び第３信号を生
成する信号生成手段と、
　前記第１信号、前記第２信号及び前記第３信号をそれぞれ同一の条件で増幅して、第１
増幅信号、第２増幅信号及び第３増幅信号を生成する増幅手段と、
　前記第１増幅信号、前記第２増幅信号及び前記第３増幅信号の位相を変化させて、それ
ぞれ｛（θ2＋２ｐπ／３），（θ2＋ｐπ／３），θ2｝の位相を有する第１移相信号、
第２移相信号及び第３移相信号を生成する移相手段と、
　前記第１移相信号、前記第２移相信号及び前記第３移相信号を合成する合成手段と、
　を備え、
　前記信号生成手段は、
　前記入力信号の位相を変化させ、相対的にｑπ／２（ｑは、０を除く整数）だけ位相が
異なる２つの信号を出力する第１移相回路と、
　前記第１移相回路が出力した２つの信号のうちの１つの信号の位相を変化させ、相対的
にｑπ／２（ｑは、０を除く整数）だけ位相が異なる２つの信号を出力する第２移相回路
と、
　前記第２移相回路が出力した信号を遅延させることにより、前記第２信号及び前記第３
信号を生成する遅延回路と、
　を有する電力増幅装置。
【請求項２】
　前記遅延回路は、前記第１移相回路が出力した信号に基づく信号を第１遅延時間だけ遅
延させて前記第２信号を生成し、前記第１移相回路が出力した信号の位相をｑπ／２（ｑ
は、０を除く整数）だけ変化させた信号を、前記第１遅延時間と異なる第２遅延時間だけ
遅延させて前記第３信号を生成する、
　請求項１に記載の電力増幅装置。
【請求項３】
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　前記遅延回路は、前記第１移相回路が出力した信号の位相を相対的にπ／６だけ変化さ
せた前記第２信号と、前記第１移相回路が出力した信号の位相を相対的に５π／６だけ変
化させた前記第３信号とを出力する、
　請求項１又は２に記載の電力増幅装置。
【請求項４】
　前記第１移相回路は、前記入力信号を電力分配比１：２で分配することにより、前記第
１信号と、前記入力信号の位相を相対的にｑπ／２（ｑは、０を除く整数）だけ変化させ
た信号とを出力し、
　前記第２移相回路は、前記第１移相回路が出力した信号を電力分配比１：１で分配する
ことにより、前記第２信号及び前記第３信号を出力する、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の電力増幅装置。
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